
子どもたちにカメラを向けたらもうこれでした。

(標津地区盆おどりから)
萌える海と大地。さわやか交流堀|
天候に恵まれなかつた標津の盆おどり

ですが、雨が降ろうと霧がかかろうとしヽ

つも顔を出してくれるのが子どもたる。

自分のサイフと に`らめつこ、しながら

焼とり 1本 ・2本 と購入。そこで食べる

のがまたおいししヽ。何の屈託もなしヽ明る

しヽ子どもたち(写真)。この夏もまた楽し

しヽ思い出ができましたよね。

盟彎9月号陀側7二
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I

ひ ！髪

霧

懸
命
に
オ
ー
ル
を
か
い
で
い
い
汗
流
し
ま
し
た

第21回しべつ港まつり
8月 1日 、第21□しべっ港まっっが行なわれ
ました。前日のパレー出ょぁしヽにくの雨で中止。
次の日(4日 )はカラつと晴れた祭国和。
各種のも、なこぎレースゃ楽しい催 じが行なわ
れました。ぁなた出演していませんか ?

＞
女
性
も
参
加
し
て



▲この競技の模範演技は
漁師のいさましいカッパ姿で/
とは言つたものの
着地点は海の中……

▲最近、人気が上ってきたドッチボー)レ。
港まつりの催しとして行なわれました
キヤーキヤーいいながら楽しい洋をヌ_ンメうた°

レ
成
功
し
た
の
で
す
が

誰
れ
も
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
…

し
か
た
が
な
い
の
で
海
ヘ
ド
プ
ン
／

こ
の
状
態
な
の
で
す
。

北
万
領
土
返
還
祈
願

望
郷
ラ
イ
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ

八
月
十

四
日
か
ら
十
六
日

の
間
、
恒
例
と
な

っ
た
第

八
□
の

同
サ
イ
ク
リ

ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
十

四
日
は
前
夜
察
に

よ

る
交
流
が

行
な

わ
れ
、
十

五
日
絢

三
六
〇
人

の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
た
ち
が

色
と
り
ど
り

の

ユ
エ
フ
オ
ー
ム
に
身

を

つ
つ
み
町
総

合
体
育
館
前

を
出
発
し
ま
し
た
。

▲標津町から参カロしたサイクリストの面マであ
(14日の前夜察から)

く標津市街をかけぬけて行く
サイクリストたち

オットットットもう
少しだつたんだが…

動けてクダサイ



▲
聾磐矯 増義ま

た

｀
約600人が集まつて

低 _易 気に行なわれました。

▼気合を入れて
もうひとるんばり

盆おどり
8月 14日から20日の間、各地区でにぎゃ
か|こ盆 35Nどりが行なわれました。
天候にはあまり恵まれませんでしたが仮
装盆おどりの時は例年に増して盛大。仮装
の数も多く踊る人も見る人も楽しかった―

時でした。

しべつ料飲店祭り
8月 2日 、B」農村環境改善センターで標津
飲食店組合が主催による第 2回 しべつ料飲店
まつりが行なわれました。

約600人が集合。特製ジョッキーを持ち、香
み放題とあって好みの香みものをグィグィ、
グイグイ香みほしていました。

▲標津地区の
仮装盆おどり

田
田
囲
田
圃
田
田
ヱ里と単区の仮装盆おどり

▲吊霧辱冒醤騒石弓姿窮聾兵坪;婆認丹頂の舞」
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へ  、 シ

卓
球
今
度
は
個
人
で
全
国

騨
鉢
腔
悌撃

全
国
空
手
道
大
会
で
活
躍

阿
部
靖
弘
く
久
こ

村
井
　
一浮
く
共
こ

八
月
十
二
・
十
三
日
に
室
蘭
市
で

全
日
本
硬
式
卓
球
選
手
権
大
会

（少

年
の
部
）
が
行
な
わ
れ
、
標
津
卓
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
出
場
し
た
二

人
の
選
手
が
見
事
な
活
躍
を
し
ま
し

た
。ま

ず
、
ホ
ー
プ
ス

（小
学
六
年
以

下
の
部
）
の
部
で
は
約
八
十
人
の
参

加
加
選
手
の
中
で
第
二
位
の
成
績
を

お
さ
め
た
阿
部
靖
弘
く
ん

（標
津
小

学
校
）。
カ
ゼ
ッ
ト

（中
学

一
年
の
部
）
の

部
で
は
約
百
五
十
人
の
参
加
選
手
の

中
で
第
二
位
と
な
っ
た
村
井
淳
く
ん

（標
津
中
学
校
）。

い
づ
れ
も
見
事
、
全
国
大
会
の
キ

ッ
プ
を
手
中
に
し
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
こ
の
大
会
で
全
国
大

会
へ
出
場
権
を
に
ぎ
る
の
は
各
種
目

五
人
ほ
ど
。
標
津
町
で
は
昭
和
二
十

九
年
、
同
六
十
二
年
に
各

一
人
が
出

場
以
来
で
、　
一
挙
に
二
人
の
全
国
大

会
出
場
は
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
町
卓
球
ス
ポ
少
の
子

ど
も
た
ち
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く
、

去
る
八
月
六
日
行
な
わ
れ
た
ホ
ー
プ

ス
団
体
戦
全
国
大
会
に
お
い
て
も
予

戦
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
初
め
て
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ヘ
こ
ま
を
進
め
る
な

ど
、
阿
部
く
ん
も
こ
れ
に
出
場
し
チ

ー
ム
の
主
軸
と
な
り
戦
か
っ
て
き
ま

し
た
。

個
人
戦
全
国
大
会
は
阿
部
く
ん
が

九
月
十
三

・
十
四
日
兵
庫
県
姫
路
市

で
、
村
井
く
ん
は
十

一
月
二
十
二

・

二
十
三
日
鳥
取
県
米

子
市
で
。

大
会
に
向
け
て
二

人
は

「毎
日
の
練
習

の
成
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う

一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
し

っ
か
り
と
し
た
日
と

口
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

会
長
（左
）、監
督
（右
）と
共
に

賞
状
を
手
に
喜
ぶ
部
員
た
ち

八
月
二
日
に
金
沢
市
総
合
体
育
館

で
小

・
中

・
高
校
生
全
国
空
手
道
選

手
権
大
会
が
行
な
わ
れ
、
標
津
町
か

ら
仙
日
本
空
手
協
会
標
津
支
部

（荒

谷
文
明
会
長
・
部
員
八
十
六
人
）
の

部
員
六
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
大
会
は
国
際
親
善
大

会
も
兼
ね
て
お
り
、　
ロ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
北
部
、　
ハ

ワ
イ
な
ど
の
外
国
選
手
を
ま
じ
え
、

二
千
八
百
人
の
選
手
が
集
ま
っ
た
大

き
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
全
国
大
会
に
引
き
続
き
高

校
生
団
体
組
手

の
種
目

で

は
第

二
位

の
輝
か
し

い
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

出
場
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
的

▼
高
校
生
団
体
組
手
第
二
位
―
小
田

原
亨
く
ん
（川
北
，中
標
津
高
二
年
）、

二
十
嵐
賢

一
郎
く
ん
（標
津
・中
標
津

高
二
年
）
▼
中
学
生
個
人
組
手
第
四

位
―
大
菅
学
く
ん
（標
津
中

一
年
）

▼
小
学
生
個
人
型
第
九
位
―
古
川
倫

也
く
ん
（標
津
小
六
年
）
▼
中
学
生
個

人
型
一
回
戦
判
定
負
け
―
早
川
勇
気

く
ん
（標
津
中
二
年
）
▼
高
校
生
女
子

個
人
組
手

一
回
戦
判
定
負
け
―
藤
本

幸
子
（標
津
高
三
年
）

ポー川史跡自然公園

8月 6日 にポー川史跡 自然公園を会場

に ゲ`ームをしなが ら自然 と親 しくなろ

うと、約40人の子 どもたちが集まり夏の

自然体験ゲームで楽 しみました。

晴天に恵まれたこの 日はポー川公園の

菊池説明員が講師 となって動物の名前を

当てるゲームや木道をわた り自然の空気

をたっよ りと吸J又しなが ら宝さが しをす

るなど、子 どもたちの 日は生 き生 きと輝

いていました。

思いつきり遊んだ子どもたち

左から阿部<ん 、村井くん



秋
サ
ケ
そ
上
に
向
け
観
光
Ｐ
Ｒ

道
内
を
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン

八
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
四
日
の

四
日
間
、
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
Ｐ

Ｒ
の
た
め
組
織
さ
れ
た
観
光
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
、
帯
広

・
旭
川

・
札
幌
の

三
ヵ
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
、
サ
ー

モ
ン
科
学
館
職
員
、
役
場
職
員
の
ほ

か
漁
協
職
員
、
商
工
会
職
員
ら
七
名

が
参
加
。
Ｐ
Ｒ
用
に
制
作
し
た
チ
ラ

シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ユ
ペ
ー
パ
ー
を
配
布

し
た
り
、
サ
ケ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

行
う
な
ど
、
サ
ケ
の
よ
る
さ
と
標
津

札
幌
市
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

一
行

町
の
宣
伝
を
し
て
き
ま
し
た
。

帯
広
で
は
、
藤
丸
デ
パ
ー
ト
の
店

頭
で
宣
伝
。
十
勝
毎
日
新
聞
、
北
海

道
新
聞
帯
広
支
局
、
東
北
海
道
新
聞

ら
の
取
材
を
受
け
、
帯
広
管
内
版
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

旭
川
で
は
、
西
武
デ
パ
ー
ト
の
店

頭
が
買
物
公
園
に
面
し
て
い
る
た
め

人
通
り
も
多
く
、
用
意
し
て
い
た
ク

イ
ズ
の
賞
品
も
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま

し
た
。以

外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
標
津
町

札
幌
で
は
、
五
番
館

・
西
武
の
店

頭
で
行
い
ま
し
た
が
、
標
津
町
の
名

前
が
以
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ク
イ
ズ
の
問
題
の
中
で
、
標
津
の

読
み
方
を

「ヒ
ョ
ウ
ツ
」
と
読
む
方

が
多
い
の
に
は
ビ
ツ
ク
リ
。

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
努
力
が
必

要
な
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

現
在
、
公
園
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
環
境
が

整
備
さ
れ
る
と
、
も
つ
と
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
し

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

）

ふ
れ
あ
い
加
工
体

験
セ
ン
タ
ー
で
は
、

．北
海
道
大
学
水
産
学

部
教
授
の
高
問
浩
蔵

氏
を
招
き
、
七
月
二

十
八
日
に
標
津
漁
業

協
同
組
合

一
階
会
議

室
で
第

一
回
加
工
技

術
講
漬
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
秋

サ
ケ
漁
の
時
期
に
標

津
地
区
で
も
実
施
さ

れ
て
い
る
水
水
タ
ン

ク
を
用
い
た
鮮
度
保

持
対
策
が
有
効
で
あ
る
こ

と
を
化
学
的
な
見
地
か
ら

立
証
し
ょ
う
と

「水
産
物

の
低
温
管
理
に
お
け
る
鮮

度
保
持
効
果
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。会

場
に
は
、
標
津
地
区

を
は
じ
め
羅
臼

・
野
付

・

別
海
地
区
の
定
置
漁
業
者
、

加
工
業
者
、
漁
協
買
受
人

組
合
、
町
な
ど
の
関
係
者

約
八
十
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。講

演
で
は
、
魚
類
の
鮮

度
低
下
に
関
与
す
る
要
因

各
種
鮮
度
保
持
法
や
カ
ナ
グ
で
実
際

に
行
な
わ
れ
て
い
る
冷
却
海
水
に
よ

る
鮮
度
保
持
の
事
例
発
表
等
を
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
を
使
っ
て
の
冷
却
本
方

式
の
中
で
も
現
在
標
津
地
区
で
採
用

し
て
い
る
％
Ｒ
Ｓ
Ｗ

（％
量
の
海
本

を
水
で
冷
却
す
る
）
方
式
が
有
効
と

い
う
こ
と
で

「水
」
の
コ
ス
ト
は
か

さ
む
が
、
鮮
度
に
つ
い
て
も
日
本

一

の
秋
サ
ケ
を
生
産
し
ょ
う
と
い
う
関

係
者
の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

｀
若あ 湖 翻 麗 協 〃
世
唇籍紹拝磐峯岸偽暫十を寧F会

が誕生しました。

富畳脅轡暑暑督書営I警
傘こ漁首r雪瞥要サ」悸整。

公

役員は次のとおりです。

皆含吊然姦壁茎彙井集髭倉局
向平弘さん。佐野毅
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さ
け

・ま
す
ふ
化
場
百
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
挙
行

八
月
二
十
一
日
に
標
津
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
標
津
地
区
の
さ

け
・
ま
す
ふ
化
場
の
う
ち
、
草
分
け

の
三
ヵ
所
が
設
立
か
ら
百
年
を
迎
え

記
念
式
典
と
同
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
式
典
は
水
産
庁
北
海
道
さ
け

ま
す
ふ
化
場
（尾
島
起
巳
場
長
）
の
主

催
、
同
祝
賀
会
は
標
津
管
内
さ
け
・

ま
す
ふ
化
場
創
立
百
周
年
記
念
事
業

協
賛
会

（会
長
小
田
桐
四
郎
標
津
町

長
）
の
主
催
で
行
な
わ
れ
、
根
室
管

内
の
水
産
関
係
者
や
衆
院
議
員
な
ど

三
百
人
が
参
集
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
民
間
や
自
治
体
の
功

労
者
十
八
人
に
、
祝
賀
会
で
は
ふ
化

場
関
係
者
の
功
労
者
十
二
人
に
、
そ

れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
化
事
業
の
歴
史
は
明
治
二
十
五

年
盆

八
九
二
年
）
に
さ
か
の
ぼ
り
、

こ
の
年
標
津
地
区
に
標
津
ふ
化
場

（

道
さ
け

。
ま
す
ふ
化
場
根
室
支
場
中

標
津
事
業
場
）、薫
別
ふ
化
場

（現
同

薫
別
事
業
場
）、忠
類
ふ
化
場

（現
標

津
漁
協
忠
類
川
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
）

の
二
つ
の
ふ
化
施
設
が
完
成
し
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

百
年
前
の
産
卵
数
は
こ
の
三
施
設

合
せ
て
三
百
五
十
万
粒
に
す
ぎ
な
か

っ
た
も
の
が
百
年
の
間
に
管
内
入
施

設
の
稼
動
に
よ
り

一
億
四
千
万
粒

（

昨
年
）
実
に
四
十
倍
に
は
ね
上
が
り

ま
し
た
。

式
典
で
は

一
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
の

「各
種
の
祝
賀
会
等
を
合
理
的
か

つ
経
済
的
に
運
営
し
ま
す
」
と
こ
の

た
び
商
工
会
加
盟
店
十
四
事
業
所
が

集
ま
っ
て

″
ふ
る
さ
と
企
画
し
べ
つ

（石
橋
昌
幸
会
長
ア
を
設
立
し
ま
し

た
。町

外
の
専
門
式
場
で
行
う
こ
と
の

多
く
な
っ
た
結
婚
祝
賀
会
な
ど
、
ぜ

ひ
地
元
で
手
軽
に
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
も
あ
り
、
町
の
経
済
面
で

は
町
外
へ
の
消
費
の
流
出
を
く
い
と

め
る
こ
と
に
も

一
役
買
お
う
と
い
う

こ
と
で
す
「

同
会
の
具
体
的
な
取
扱
い
の
仕
事

は
―
―
結
婚
祝
賀
会
、
各
種
パ
ー
テ

ィ
ー
、
人
員
が
多
く
て
ど
の
よ
う
に

祝
賀
会
等
を
進
め
て
い
い
の
か
ワ
カ

）

節
目
を
迎
え
、
先
人
の
偉
業
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
二
世
紀
日
に
向
け

た
管
内
ふ
化
事
業
の
一
層
の
発
展
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
標
津
ト
ド
ワ
ラ
大
鼓

や
舞
踊
な
が
披
露
さ
れ
、
に
ぎ
や
か

な
祝
宴
が
も
た
れ
た
ほ
か
、
こ
の
祝

賀
会
を
設
立

一
番
目
の
仕
事
と
し
た

「よ
る
さ
と
企
画
し
べ
つ

（石
橋
昌

幸
会
長
ぎ
に
よ
る
調
理
で
出
席
者
は

各
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
料
理
に
舌

づ
つ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ナ
イ
と
い
う
方
―
―
当
面
は
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

結
婚
祝
賀
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

そ
の
第

一
号
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「さ
け
。ま
す
ふ
化
場
創
立
百
年
記

念
祝
賀
会
」
は
設
立
第

一
号
の
仕
事

と
し
て
行
な
い
ま
し
た
が
、
味
覚
の

評
判
は
上
々
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
法
事
や
他
の
施
設

で
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
行
な
え
る
よ

う
な
研
究
も
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

同
会
で
は

「た
く
さ
ん
の
方
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
い
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

▽
利
用
の
問
い
合
せ
は
…
≡

事
務
所
は
商
工
会
に
置
い
て
い
ま

す
。
　

（電
話
二
―
二
三
二
三
）

を

標
津
営
林
署

こ
の
た
び
標
津
営
林
署

（松
尾
和

夫
署
長
）
か
ら
町
に
川
北
温
泉
露
天

ぶ
ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
と
手
作

り
の
看
板
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
署
で
は
、
本
年

一
月
か
ら
創
意

工
夫
を
提
ら
し
た
森
林
商
品
の
生
産

販
売
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
個
人
や

会
社
な
ど
か
ら
の
注
文
が
、
生
産
に

追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

今
回
の
看
板
も
同
署
の
職
員
が
そ

の
技
術
で
作
り
あ
げ
た
も
の
で
、
地

元
産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
に
写
真
の
字
を

焼
き
入
れ
た
長
さ

一
・七
メ
ー
ト
ル
、

幅
三
十
セ
ン
チ
の
立
派
な
も
の
で
す
ゃ

関係者約300人が参集しての式典・祝賀会

〃
愚
る
さ
と
企
画
し
べ
つ
〃
設
立



み～ なで楽しもう

ミ野化舛写経野院梶年)

彩

ん

ワ 訪 秒‐砂

な催しあり

く

り

に

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
、
町

民
の
地
域
間

・
世
代
間
を
越
え
て
の

ふ
れ
あ
い
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
、

楽
し
さ
を
満
喫
し
て
皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
平
成
四
年
十
月
十
日
０

体
育
の
日
午
前
九
時
～

▼
と
こ
ろ
　
標
津
町
総
合
体
育
館
他

▼
対
　
象
　
町
民
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
主
　
催
　
標
津
町
教
育
委
員
会

▼
主
　
管
　
標
津
町
体
育
指
導
委
員

▼
後
　
援
　
標
津
町

・
標
津
町
体
育

協
会

・
標
津
町
町
内
会

連
絡
協
議
会

）

予一齢脚帥岬Ｗ内容

一
い
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

①
小
学
生
の
部

②
中
学

・
高
校
生
の
部
　
！

③

一
般
の
部

二
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

三
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
集
い

四
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（内
容
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
…
じ

五
、
味
覚
市
…
…
標
津
槍
慢
の
お
い

し
い
も
の
が
並
ぶ
よ
。

六
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
ビ
ツ
ク
リ
市

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
搬
開
催
〃

～
憂
は
地
球
を
救
う
チ
ャ
リ
テ
イ

Ｔ
Ｖ
協
賛
～

▼
と
　
き
　
平
成
四
年
十
月
十
日

▼
と
こ
ろ
　
模
津
町
総
合
体
育
館

（メ
イ
ン
会
場
）

愛
は
地
球
を
救
う
チ
ャ
リ
テ
イ
Ｔ

Ｖ
事
業
も
、
当
町
で
は
昭
和
二
十
九

年
よ
り
協
賛
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
善
意
の
募
金
は
昨
年
ま
で
で
―

四
、四
〇

一
、一ハ
四

一
円

（チ
ャ
リ
テ

ィ
プ
ラ
ザ
切
で
は
　
一
四
〇
、
〇
六
九

円
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
チ
ヤ
リ
テ

ィ
委
員
会
を
通
し
て
日
本
国
内
は
も

と
ょ
り
、
世
界
各
国
の
恵
ま
れ
な
い

方

々
の
た
め
に
有
効

に
役

立

て

ら
れ

て
お
り
ま
す
。
当
町
や
管

内

に
お

い
て
も

お
年
寄

り

の
た

め

の
移
動

入
浴
車

が
配
車
さ
れ

フ
ル
に
活
用
さ
れ

て
お
り
ま
丸

今
年
も

「
恵
ま
れ
な

い
方

々

へ
愛

の
手
を
」
を
合

言
葉

に
、

ま
た
福
祉

の
こ
と
を
も

っ
と
知

っ
て

い
た
だ
く

た
め

に

「
チ

ヤ

リ

テ
ィ
プ

ラ
ザ
切
」
を

開
催
し

ま
す
。
ど
う

ぞ
多
数

の
皆
様

の

参
加
と
暖

か

い
ご
支
援
を

お
願

い
い
た
し
ま
す
。尚
、
「募
金
シ
ー
ル
」

を
配
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
空
き
缶

等
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
善
意
の
募
金

と
し
て
当
日
会
場
へ
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
「チ
ャ
リ
テ
イ
プ
ラ
ザ
切
」
で
の
主

な
行
事

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
コ
ー
ナ
ー

●
献
血
パ
ネ
ル
展

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
写
真
展

●
チ
ャ
リ
テ
イ
バ
ザ
ー
ル

●
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー

●
喫
茶

・
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ビ
ツ

コ
天
国
チ
ヤ
リ
テ
イ
映
画
会
等
を

計
画
中
で
す
。

詳
し
く
は
チ
ラ
シ
等
で
後
日
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

も

8

昨年の会場前から



サ
ー
モ
ン
科
学
館
九
月
の
み
ど
こ
ろ

九
月
、
今
年
も
ま
た
サ
ケ
の
遡
上

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

数
年
前
、
旅
だ
っ
た
サ
ケ
た
ち
が

長
旅
を
終
え
、
故
郷
の
川
を
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
魚
道
水
槽
は

二
月
以
降
シ
ロ
ザ
ケ
の
稚
魚
、
ヤ
マ

大
水
槽
で
群
永
す
る
シ
ロ
ザ
ケ

メ

の
群
泳
を
展
示
し

て

い
ま
し
た

が

九
月

二
日
に
、

い
よ

い
よ
標
津
川
と

つ
な

が
り
ま
す
。

魚
道
水
槽

で
は

シ

ロ
ザ
ケ
、

カ

ラ

フ
ト

マ
ス
ば
か
り

で
な
く
、
婚
姻
色

（
こ
ん

い
ん
し

ょ
く

）
が
き
れ

い
に
で

た

サ
ク
ラ

マ
ス
な
ど

の
遡
上

の
様

子

が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
を
遡

上
す

る
サ

ケ
た
ち
は
、
天
然

の
も

の

で
す

の
で
、
私
た
ち

に
さ
ま

ざ
ま
な

姿
を

見
せ

て
く
れ
ま
す
。
去
年

は
、

大
き
な

カ

ワ
ヤ

ツ
メ
が
取
り
付

い
て

い
た

サ
ケ
や
、

サ

ケ
釣

り

の
仕
掛

け

を

つ
け
た
ま
ま
懸
命

に
遡
上
し

て
き

た
も

の
も

い
ま

し
た
。

ま

た
、
大
水
槽
も

い
ま
ま

で

い
た

魚

た
ち

に
加
え
、
今
年
成
熟
す

る

シ

ロ
ザ

ケ
、

カ

ラ

フ
ト

マ
ス
を
常
時
五

〇

～

一
〇
〇
尾
展
示
し
ま
す
。

九
月
か
ら
十
月
は
年
間
を
通

し

て

サ
ー

モ

ン
科
学
館

の

一
番
迫
力

の
あ

る
展
示

が
で
き

る
季
節

で
す
。

町
民

の
皆
さ
ん

で
ま
だ
サ
ー

モ

ン

科
学
館

に
来
た

こ
と

の
な

い
方

は

ぜ

ひ

い
ら
し

て
く
だ
さ

い
。

年間券を知つて
いますか?

Ｑ
　
去
年

の
サ
ー

モ
ン
科
学
館

の
招

待
券
は
今

も
使
え

る
の
？

Ａ
　

も
ち

ろ
ん
使
え
ま
す
。
有
効
期

限
も
あ

り
ま

せ
ん
。
招
待
券
を

お
持

ち

で
ま

だ

い
ら
し

て

い
な

い
方

は
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ

い
。

Ｑ
　
サ
ー

モ
ン
パ
ー

ク
の
公
園
部
分

は
い
つ
で
き
る
の

？

Ａ
　

今
年

い

っ
ぱ

い
で
、

ほ
ぼ
完
成

し
ま
す

が
、
来
年
度

は
芝
生

が
で
き

あ

が
る
ま

で
多
少
時

間

が
か
か
る
た

め
、
立

ち
入
り

の
制

限
区
域

が
あ

り

ま
す
。

こ
の

コ
ー
ナ
ー

で
は
皆
さ
ん
か
ら

質
問

・
ご
意

見
を
募
集

し

て

い
ま
す
。

内
容

は
間

い
ま

せ
ん
。
質
問

・
ご

意

見
は

ハ
ガ
キ
も
し
く
は
直
接
科
学

館
受

付
ま

で
お
願

い
し
ま
す
。
電
話

で

の
受

付
は
致
し
ま

せ
ん

の
で
ご
了

承
下
さ

い
。

住
所

い
０
８
６
‥
１
６

標
津
町
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

「
Ｑ
＆
Ａ
」
係
ま
で

な
お
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
質
問
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
の
で
、
住
所

・
氏
名

・
年
齢

を
お
忘
れ
な
く
。

サーモン科学館 を年間何回

もご本J用になる方がいらっし

ゃいますが、そんな方のため

に年間券があ ります。

この券は発行 日から一年間

何回で も科学館に入館出来 ま

す。

料金は以下のようになって

います。

大  人 :2,000円

高 校 生 : 1 , 0 0 0 円

小中学生 :  5 0 0円

■開館期間 2月 1日～11月30日

5月～10月は無休

(を宮:な
■開館時間 9:30～ 17:00

日入 館 料

個人 団 体像臥以上)年 間券
一  般  600円   480円  2,000円

高 校 生 400円   320円   1,000円

小中学生 200円  160円   500円

9

ご利用案内
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! 写 真を  1名 前 :           男 ・士

1 帖 って  |

1 下 さい  |

有効畑限 :   年   月   日

大 入     標 淳サーモン科軸

は 長   原 田 帽



今
月
は
、
固
定
資
産
税

（
２
期
）

の
納
期
で
す
。
９
月
３０
日
ま
で
に
次

の
所
で
納
入
願
い
ま
す
。

１
、
町
指
定
金
融
機
関

根
奎
信
用
金
庫
各
本
支
店

２
、
町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
農
業
協
同
組
合
、
標
津
漁

業
協
同
組
合
、
北
海
道
労
□
金
庫

中
標
津
支
店
、
北
海
道
拓
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、
北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、
釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、
収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
缶
郵
便
周

４
、
収
入
役
・出
納
員
・現
金
取
扱
員

パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
で
得
た
収
入

は
原
則
と
し
て
所
得
税
や
住
民
税
が

か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
金
額
が

一
定

額
以
下
の
場
合
は
か
か
り
ま
せ
ん
し

配
偶
者
控
除
や
配
偶
き
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税

パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
給
与
所
得

に
な
り
、
年
収
が
菌
万
円
以
下
で
す

と
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
じ
、
配

偶
舌
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

内
職
な
ど
の
収
入
は
、
動
要
経
費

を
差
し
引
い
た
残
り
が
事
業
ま
た
は

縫
所
得
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
家
内

労
倒
者
や
外
交
員
等
は
跡
要
経
費
と

し
て
６５
府
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
収
入
が
内
職
だ
け
の
場

合
は
、
年
収
が
４００
ヵ
円
以
下
で
す
と

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶

者
控
除
や
配
偶
音
特
別
控
除
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
住
民
税

パ
ト
ト
や
内
職
の
年
収
が
９９
府
円

以
下
で
す
と
住
民
税
も
か
か
り
ま
せ

ん
。

▽
詳
し
＜
は
、
根
窒
税
務
署

・
役
場

税
務
課
ま
で
。

）

●
秋
涼
の
道
東
周
辺
を
舞
台
に
、
国

内
で
は
唯

一
最
大
規
模
の
本
格
的
な

自
転
車
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
レ
ー
ス

（

自
転
車
の
走
行
区
間
）
で
す
。

●
開
催
日
は
、
来
る
１０
周
柁
日
働
か

ら
側
月
仔
日
働
ま
で
の
６
日
間
、
釧

路

・
根
窒

・
網
走
及
び
十
勝
支
庁
管

内
の
道
路
を
使
用
し
て
、
マ
チ
か
ら

マ
チ
ヘ
と
移
動
し
な
が
ら
、
レ
ー
ス

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

標
津
町
ほ
句
月
４３
国
側

・
範
用
竹

日
側
に
通
過
し
ま
す
。

●
参
加
チ
ー
ム
は
、
国
内
か
ら
の
大

学

・
社
会
人

・
地
域
選
抜
チ
ー
ム
と

国
外
か
ら
の
外
国
２
チ
ー
ム
を
含
む

強
豪
２０
チ
‐
△
に
よ
る
競
技
で
、
団

体
総
合
時
間
、
個
人
総
合
時
間
順
位

な
ど
を
競
う
ス
テ
ー
ジ
レ
ー
ス

（５

ス
テ
ー
ジ
）
で
す
拘

ｏ
若
者
が
集
っ
て
、
銀
輸
で
競
う

「

汗
と
涙
の
歓
喜
の
レ
ー
‐ス
」
に
沿
道

か
ら
力
強
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
主
要
地
点
通
過
時
間
▲

標
津
町
の
主
要
地
点
の
通
過
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
選
手
の
力
走
次
第
で
は
時
間

が
短
縮
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

▼
尾
岱
沼
↓
住
吉
町
↓
太
平
洋
石
油

前
↓
中
標
津
町
（国
道
２
フ
２
３
）

１０
月
１３
日
側
午
後
１
時
２５
分
ご
ろ

太
平
洋
石
油
付
近
を
通
過
予
定
で
互

▼
中
標
津
町
↓
武
佐
↓
西
北
標
津
↓

瑠
辺
斯
付
近
（園
遺
２
４
４
号
）↓
斜

里
。１０

月
１４
日
困
年
前
１１
時
５０
分
ご
ろ

瑠
辺
斯
付
近
（田
道
２
４
４
≡
）を
通

過
予
定
で
す
。

１０
月
は
、
全
国

一
斉
の

「薬
物
乱
用

事
氾
取
締
強
化
月
間
」
で
す
。

覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
「白
い
粉
」

の
汚
染
が
拡
大
し
、
乱
用
者
も
主
婦

や
学
生
に
ま
で
及
ん
で
あ
り
ま
す
。

税
関
で
は
、
こ
れ
ら

「白
い
粉
」

の
撲
滅
の
た
め
、
日
夜
水
際
で
の
取

締
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「白
い
粉
」
に
関
し
て
目
に
し
た
り

耳
に
さ
れ
た
情
報
を
最
寄
り
の
税
関

へ
通
報
し
て
下
さ
い
。

た
と
え
、
さ
細
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
連
絡
先
　
密
輸
１
１
０
番

０

１

５

３

２
１

３
１

２

０

０

１

根
窒
税
関
支
署

も
いよいよ 9月 から月 1回 (

第 2土 躍園)の 「学校週 5日

市」」が実施されます。

ただし、川北幼稚園 ・川北

小学校 ・川北中学校は調査研

究協力検の文部省指定を受け

ているため第 4土 曜日も休み

となります。

体業と
なる国 対  象  検

土
日

２第
曜

標津|1北幼稚園
町内の全小 ・中学校

土
日
４第
曜

川北幼稚園
川北小学校
川北中学校
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北
海
道
で
は
、
敬
老
の
国
に
合
わ

せ
て
、
公
衆
浴
場
を
お
年
寄
り
の
カ

の
惑
の
場
と
し
て
、
次
の
と
お
り
無

対
解
放
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

敬
老
の
日
を
含
む
３
日
間

（
９
月
１４
・
‐５
・
循
日
）

▼
利
用
対
象
者

６５
歳
以
上
の
方

▼
利
用
施
設

公
衆
浴
場

＜
す
の
き
（桜
木
町
）

▼
利
用
方
法

０
対
象
者
が
番
台
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
利
用
で
き
ま
す
。

９
介
添
を
要
す
る
め
年
香
り
の
方

は
、
介
添
者
に
つ
い
て
も
無
料

と
な
り
ま
す
。

０
期
間
内
の
利
用
は
何
回
で
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
め
、
あ
間
い
合
わ
せ
は
、
役
場

保
健
住
民
課

（電
話
２
１
２
４
３
１

内
線
４
３
０
）
ま
で
。

中
▼
世
帯
数
の
増
加
に
よ
り
（
去
る
８

月
１
日
よ
り
新
川
上
町
内
会
が
２
の

ジ

割
さ
れ
、
新
た
に
若
車
町
内
会
が
誕

生
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
な
い
、
公
営
住
宅
の
団

地
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

●
新
川
上
東
団
地
↓
新
川
上
団
地
に

●
新
川
上
西
団
地
↓
若
車
団
地
に

▼
昨
年
度
ま
で
新
築
の
公
営
住
宅
の

み
公
募
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年

度
よ
り
床
菌
積
が
大
き
い
既
存
の
公

営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
空
家
が
発
生

し
た
こ
と
を
町
民
の
方
空
に
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
公
募
し
て
お

り
ま
す
。（対
象
戸
数
は
百
戸
で
月
額

家
員
が
２
５
、
８
０
０
円
以
上
の
住

宅
で
す
じ

こ
れ
に
伴
な
い
、
公
営
住
宅
入
居

申
込
書
の
様
式
を
改
め
、
申
込
者
の

世
帯
構
成
及
び
収
入
等
を
適
格
に
把

握
す
る
た
め
、
有
効
期
限
を
１
年
間

と
し
て
お
り
ま
す
。

▼
公
営
住
宅
を
退
居
す
る
場
合
は
、

文
書
で
届
出
（退
居
の
５
日
前
）が
動

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
定
の

あ
る
方
は
「
ヶ
月
以
上
前
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
係
ま
で
電

話
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

建
設
課
住
宅
管
理
係

（内
線
２
２
４
）

―
―
通
貨

・
証
券
な
ど
を

あ
返
し
し
て
い
ま
す
―
―

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨

・
証
券
な
ど
を
め
返
し
し

て
い
ま
す
。

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関

海
運
局
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・

・証
券
な
ど
。
　
　
　
　
十

●
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
の
う

ち
、
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の
。

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か

り
で
な
＜
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構

で
す
。

お
ｂ
当
た
り
の
方
、
上
陸
地
を
所

轄
す
る
税
関
ま
た
は
最
寄
り
の
税
関

へ
め
問
合
せ
下
さ
い
。

◇
根
室
税
関
支
署

師
根
窒
市
琴
平
町
１
丁
目
３８
番
地

な
０
１
５
３
２
１
３
１
２
①
①
ｌ

こ
と
し
も
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
商
業
施
策
の
基
礎
資
栂
に
す
る
た

め
、
「商
業
統
計
調
査
」と

「商
業
実

）

態
基
本
調
査
」
が
全
国

一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
が
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
商
業
経
営
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、
商
業
統
計
調
査

の
対
象
一
般
飲
食
店

（パ
ー

・
酒
場
等

を
除
＜
飲
食
店
）
を
営
ま
れ
て

い
る
方
。

０
内
容
商
店
名

・
所
在
地
、
従
業
者
数

年
間
商
品
販
売
額
な
ど
。

０
方
法
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
訪
間
し
ま
す
。

０
時
期
的
用
「
日
現
在

２
、
商
業
実
態
基
本
調
査

の
対
象
卸
売

・
小
売
業
を
営
ま
れ
て
い

る
方
。

０
内
容
企
業
名

・
所
在
地
、
資
本
金
額

従
業
者
数
、
商
品
販
売
額
、
倍

入
金
な
ど
。

０
方
法
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
訪
間
し
ま
す
。

の
時
期
的
月
「
国
現
在

（役
場
広
報
統
計
係
）

国
や
地
方
公
共
団
体
の
一屋
用

・
失

業
対
策
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
立
案
の
基
礎
資
料
に
す
る
た
め
、

曽
さ
ん
の
就
業
状
況
な
ど
を
把
握
す

る

「就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
全
国

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
乾

１
、
対
象
全
国
で
細
４３
万
世
帯
、
本
道
は

「
万
３
千
世
帯
を
抽
出
し
、
そ
の

世
帯
の
循
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
ま
す
。

２
、
内
容
仕
事
の
有
無

・
種
類
、
転
職
に

つ
い
て
の
意
識
、
求
職
活
動
の
有

無
、
副
職
の
有
無
な
ど
。

３
、
時
期

的
円
４
日
現
在

４
、
方
法
９
月
下
旬
、
知
事
が
任
命
し
た

続
計
調
査
員
が
訪
間
し
ま
す
。

（役
場
広
報
統
計
係
）



ぷ
餡
ド

町
で
は
今
年
度
よ
り
、
体
に
障
害

を
持
つ
方
編
の
伸
間
づ
＜
り
と
機
能

維
持
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ピ
リ
教
窒

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
保

健
指
導
班
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ａ
２
１
２
１
３
１

】
！　
　
サー
ヽ

内
線
１
３
１
ま
で

〈日
時
〉

第
１
回
目
　
的
月
６
日
側

第
２
□
目
　
３
月
２３
日
側

ど
ち
ら
も
午
後
１
時
３０
分
～

午
後
３
時
３０
分
ま
で

〈場
所
〉

標
津
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

〈内
容
〉

ｏ
健
康
状
態
の
確
認
（血
圧
測
定
等
）

ｏ
機
能
訓
練
を
兼
ね
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

ｏ
交
流
会

〈対
象
〉

４０
歳
以
上
で

ｏ
脳
卒
中
後
遺
症

ｏ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

ｏ
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
方

！家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
下
さ
い
。

〈申
込
期
限
〉

・
！

９
鳥
３０
■
的
　
　
　
　
．

こ
ん
な
時
に
救
急
事
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
火
災
、
地
震
、
暴
風
悶
等
の
喪
書

で
傷
病
者
が
出
た
と
き
。

●
交
通
事
故
、
運
動
競
技
中
の
事
故

等
、
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る

場
所
で
傷
病
者
が
出
た
と
き
。

●
一
般
家
庭
等
屋
内
で
生
じ
た
事
故
、

例
え
ば
ガ
ス
中
言
、
熱
傷
、
急
病

等
で
他
に
適
当
な
搬
送
手
段
が
な

い
場
合
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

●
緊
急
に
搬
送
す
る
め
要
の
な
い
傷

病
音
。

●
タ
ワ
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
で
搬
送
で

き
る
傷
病
者
。

●
傷
害
等
が
な
い
単
な
る
泥
酔
者
。

紋
急
車
を
呼
ぶ
時
は
こ
ん
な
呼
び
か

た
で
―
。

●
火
事
と
救
急
の
区
別
を

≡　
１
１
９
番
を
□
し
て
落
ち
着
い
て

は
っ
き
り

「救
急
で
す
」。

●
住
所

・
氏
名

・
目
標

○
○
町
の
〇
〇
〇
〇
で
す
。
目
標

は
〇
〇
商
店
の
南
側
で
す
。

●
内
容
を
具
体
的
に

ど
う
し
て
ケ
ガ
を
し
た
の
か
、
ま

】

左
ど
ん
な
状
態
で
発
病
し
た
の
か
、

今
ど
ん
な
状
態
な
の
か
見
た
ま
ま

の
状
態
で
簡
単
に
。

ケ
ガ
人
が
た
く
さ
ん
い
た
ら
（
忘

！
れ
づ
ｔ
面
０
中　
！　
！

現
場
に
救
忠
隊
Ｒ
す
到
着
し
た
ら
次

の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
一

●
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
容
態

の
変
化
。

●
あ
な
た
が
傷
病
者
に
行
な
っ
た
廊

急
手
当
の
内
容
。

●
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名
、
及
び

か
か
り
つ
け
の
病
院
。

９
月
姥
日
０
午
後
「
時
か
ら
標
津

消
防
署
前
で

「防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
般
の
カ
マ
を
対
象
に
、
人
□
呼

吸
や
ｂ
臓
マ
ツ
サ
ー
ジ
の
訓
練
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非

体
験
さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

め
子
様
か
ら
大
入
ま
で
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
は
、
法

律
に
基
づ
き
、
昭
和
６３
年
フ
用
に
設

立
さ
れ
た
総
理
府
所
管
の
認
可
法
人

で
す
。
こ
の
基
金
は
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
い
わ
ゆ
る
恩
結
欠
格
音
、
引

場
者
を
中
ｂ
と
す
る
関
係
者
の
方
マ

の
戦
争
犠
牲
に
よ
る
ご
労
吉
に
つ
い

て
国
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に

い
し
や

こ
れ
ら
の
方
マ
に
慰
藉
の
念
を
示
す

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

贈
呈
事
業
は
そ
の

一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
名
に
よ
る

書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

戦
後
強
制
抑
留
者
関
係
の
贈
呈
事

業
に
つ
い
て
は
、
請
求
期
限
が
平
成

５
年
３
月
３‐
日
ま
で
と
迫
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
し
て
＜
だ

さ
い
。

▼
戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
ヘ

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ヨ

ル
国
の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
に
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状

・
銀
林
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
年
金
恩
結
な
ど

を
受
結
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
併

せ
て
慰
労
金
と
し
て
側
万
円
の
国
債

が
支
結
さ
れ
ま
す
。も

▼
思
結
欠
格
者
の
皆
様
ヘ

軍
歴
期
間
が
短
い
た
め
年
金
恩
結

を
受
け
ら
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
思
結

欠
格
者
の
方
で
、
外
地
等
の
勤
務
経

験
が
あ
り
、
加
算
年
を
含
め
た
在
職

年
が
３
年
以
上
の
方
に
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
、
こ
の
う
ち
砲
歳
以

上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順
に
併
せ
て

銀
係
等
を
贈
塁
し
て
い
ま
す
。

▼
引
揚
者
の
皆
様
ヘ

先
の
大
戦
の
終
戦
に
伴
い
本
邦
以

外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
で
、「引
場
者
等
に
対
す
る
特
別

交
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
る
特
別
交
付
金
を
受
綺
さ
れ
た
方

に
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
（歯
舞

・
色
丹

・
国
後
・

択
捉
の
各
島
か
ら
の
引
揚
者
を
含
み

ま
す
。

▼
語
求
お
よ
び
お
問
い
台
せ
先

ｏ
戦
後
強
制
抑
留
者

ヤ
引
場
者
関
係

（
０
３
１
３
９
４
５
１
４
ア
０
３
・

４
フ
０
４
）

ｏ
慰
結
欠
格
者
関
係

（
０
３
１
３
９
４
５
１
４
ア
０
４
）

※
請
求
書
銀
は
役
場
福
祉
課
つ
窓
□

に
も
置
い
て
い
ま
す
。　
　
！
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額革

じべ つ しべ  つ

ト　

ノヽ

標
津
川
に
サ
ケ
第

一
号
が
の
ぼ
っ
た
よ

ク
イ
ズ
当
選
者
決
定

北
海
道
標
津
町
標
津
川
鮭
そ
上
ク

イ
ズ
、
応
募
総
数
は
三
八
七
六
枚
の

ハ
ガ
キ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
標
津
川
に
第

一
号
と
し
て
の

ぼ
っ
た
サ
ケ
は
八
月
十
二
日
午
前
六

時
二
十
五
分
で
し
た
。
さ
す
が
に
ピ

ッ
タ
リ
の
方
は
ゼ
ロ
。
し
か
し

一
番

近
か
っ
た
川
崎
市
の
徳
丸
直
人
さ
ん

雀
こ
に
ピ
ッ
タ
リ
賞
が
輝
き
ま
し
た
。

（徳
丸
さ
ん
は
八
月
十
二
日
午
前
六

時
十
五
分
と
最
も
近
か
っ
た
じ

徳
丸
さ
ん
に
は
賞
金
五
万
円
と
副

賞
と
し
て
東
京

・
釧
路
問
往
復
航
空

券
、
標
津
町
内
旅
館
宿
泊
券
が
贈
ら

れ
ま
す
。

そ
の
他
新
巻
鮭

一
尾
が
贈
ら
れ
る

ラ
ッ
キ
ー
賞
二
十
名
も
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
選
さ
れ
た
方
々
そ
れ
ぞ
れ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
応
募
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

様
に
も
鮭
そ
上
ク
イ
ズ
を
盛
り
あ
げ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
当
選
を
の
が
し
た
た
く
さ
ん

の
方
々
、
来
年
ま
た
是
非
応
募
く
だ

さ
い
―
―
。

標津町標津‖ll

資
源

の
再
利
用

が
叫
ば
れ
る
中

で

標
津

町
役

場

は
、

こ
の
た

び
再
生
紙

の
利
用
を
始

め
ま

し
た
。

再
生
紙

の
色

は
薄

い
茶
色

で
す

が

用
紙

の
質

は
今
ま

で
使

用

の
も

の
と

ほ
と
ん
ど
変
ら
ず
再

生
さ
れ

て

い
ま

す
。こ

れ
か
ら

の
各

種
会
議
等

の
議
案

や
発
送
文
書
な
ど
、
再
生
紙

が
登
場

し

て
き
ま
す

の
で
ご
理
解
く

だ
さ

い
。

今
後
も
限

り
あ

る
資
源

の
有
効
活

用
に
努
め
ま
す
。

ジ

●
村
山
弘
さ
ん
は
標
津
町
交
通
安

全
対
策
基
金
と
し
て

●
法
合
真
教
教
団
は
標
津
町
体
育

文
化
振
興
基
金
と
し
て

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と

し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
大
桃
雅
幸
さ
ん
は
香
典
返
し
を

や
め
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

標津サ||

お<や み申し上げます

氏 名 住  所 年  齢

畠LL 勝 衛さん 本  町 79歳

佐賞増太郎さん 新川上町 86歳

新山圭一郎さん 忠  類 55歳

平井 利 子さん 双 葉 町 54歳

お誕生おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

まさみ
遠藤 雅 巳くん 上古多様 遠 藤 桂 太

井畑 志 保ちゃん 古 多 様 井畑 靖 彦

りを
久保田莉奈ちゃん

サ11上 町 久保日 博

ゆさ
境   由 稀ちゃん 双 葉 町 境  輝 美

ひろあき
長谷部宏明くん 共 栄 町 長谷部邦明

●
佐
藤
哲
二
さ
ん
は
中
央
公
民

館
図
書
室
へ
図
書
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

●
日
野
澤

一
彦
さ
ん
は
中
央
公

民
館
図
書
室
へ
図
書
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

●
標
津
漁
協
婦
人
部
は
町
立
標

津
病
院
ヘ
バ
ス
タ
オ
ル
・
紙

オ
ム
ツ
・
シ
ー
ツ
な
ど
三

一

九
点
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
井
勇
さ
ん
は
町
立
標
津
病

院
ヘ
ポ
ー
タ
ブ
ル
便
器

・
車

イ
ス
・
灯
油
タ
ン
ク
な
ど
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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①
Ｏ
Ｏ
Ｏ
①

日
常
生
活
は
食
事
と

運
動
の
バ
ラ
ン
ス
で

最
近
、
日
常
生
活
の
中
で
か
ら
だ

を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
食
べ
る
量
は

増
え
る
一
方
な
の
で
、
そ
の
結
果
肥

満
を
招
き
、
心
臓
病

・
糖
尿
病
等
の

い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
か
か
り
や
す
く

し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
「腹
八
分
目
医
者
い
ら
ず
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
べ
す
ぎ

に
注
意
し
、
普
段
か
ら
自
分
の
体
重

に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
運
動
不
足
は
体
力
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
健
全
な
成
長

発
育
や
健
康
維
持
の
上
か
ら
も
好
ま

し

く

あ

り

ま

せ

ん

。

積

極

的

に

運

動

を

し

て
、

き

ち

ん

と

食

べ
る

こ
と

が

成

人

病

予

防

に
効

果

的

で
す

。

Ｏ

運

動

十

分

で
食

事

を

楽

し

も

う

〃

）

① 3こ
でア
悟躙麟錨封
鮭は骨と皮を除き、しょ
うが ・片栗粉 ・塩を加え
てすり身にします。

※ミキサーか、フードプロセッサー

を使うと便利です。

、じ暑茉 ひ

じき          ひ
じきは水で戻 し、長ね

ぎは/J日ヽ切 りに

を'ケカ多孝
蒙
i長
ねぎ のす して、①

り身に加えます。

ごま

②

②を12等分して、青じそ
の葉に包み、水溶き片栗
粉をくぐらせて、中温の

油でカラリと揚げます。

G 0 0 ψ
① レモンを絞っていただきます。
青じそとレモンの風味でさっぱりした日当りです。

く運動のめやす>

(週の合計時間/2～ 3時 間)

&審
も恐≫
岬
卸分以

発に
ど営猷正

軽い運動で長続きさせるのが
健康運動のコツです〃

く運 動 の 効 果>

●善玉コレステロールの増力B
●中性脂肪の減少
●b臓 発作の予防
●高血圧 ・肥満 ・糖尿病等の予防と治療
●ストレスの解消
●スタミナの向上
●腰痛 ・肩こりの改善
●更年期障害の改善
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錦織偉佐目さんちの ちゃんい軸分
ミ美ナ表
示 上古多糠 0

●生まれた時の身長 ・体重は一一。

身長/46cm   体 重/2,3403
●最近の身長 ・体重は一一。

身長/70 7cm 体 重/85館
●どんな子に育つてほししヽですか。
「本人の好きなことをやつてもらえばいしヽと思

つていまするそれが一番長続きすることでしよ

うし…倒とお8さ ん。

一番好きなおもちゃはお父さん。あつちにひつ

ばられ、こつちにひつばられているそうです。お

父さん大婚きの
｀
ナミ、ちやん。

人見知りもぜんぜんしません
「いつ誘かしヽされ

てもわかりません」とめ8さ ん。ナミちやんは皆

んなに好かれる人になつちゃうね。

四候栄襲士

高
脂
血
症
の
食
事
①

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
き

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
と
言
わ

れ
た
ら
、
治
療
の
第

一
段
階
は
食
事

と
運
動
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
る
食
事

・
上
げ
な
い
食
事
の
方

法
を
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を

控
え
ま
し
よ
う
／

余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
内

に
入
れ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
食
べ
す

ぎ
て
い
た
人
は
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

）

②
肉
よ
り
も
魚
を
多
く
食
ぺ
ま
し
ょ

う

／

魚
の
油
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
血

管
か
ら
追
い
出
し
て
く
れ
ま
す
。

③

一
日
大
さ
じ

一
～
二
杯
は
植
物
性

の
油
（サ
ラ
ダ
油

・
ゴ
マ
油
等
）を

と
り
ま
し
よ
う
／

植
物
性
の
油
は
善
玉
ヨ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
し
ま
す
。

④
食
物
繊
維
を
充
分
に
と
り
ま
し
ょ

つヽ
／
食
事
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
ウ

ン
チ
と
い
っ
し
ょ
に
追
い
出
し
て
く

れ
ま
す
。
特
に
麦
と
紅
い
海
藻
類
が

効
果
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

⑤
野
菜
を
充
分
と
っ
て
、
パ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
ｂ
が
け
ま
し
よ

う

′
野
菜
は
、
朝
・昼
・夕
食
に
そ
れ
ぞ

れ

一
皿
ず
つ
は
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

生
野
菜
だ
と
充
分
な
量
が
と
れ
ま
せ

ん
。煮
た
り
、妙
め
た
り
し
て
下
さ
い
。

以
上
の
５
点
を
守
っ
て
も
ら
う
と

あ
な
た
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
、

改
善
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
ご
自
分
の

食
生
活
と
是
非
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

食べすぎてはいけないもの

!`;ア東           の。チョコレ‐ i女酪己
・インスタントラーメン

たくさん食べてほしいもの

コンブ

負
既
亀
小

〇  ◆ 齢

ξJ・ゴマ油 ・
キノ頚



桜
井
繁
太
郎
さ
ん
（用
む

●

「ポ
イ
捨
て

野
良
犬
に
思
う
」

車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
あ
ち
こ
ち

に
日
に
つ
く
の
が
車
窓
か
ら
投
げ
捨

て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ジ
ュ
ー
ス
の

空
缶
で
あ
る
。

四
～
五
年
前
よ
り
は
、
道
路
に
落

ち
て
い
る
数
も
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
缶
が
我

々
の
商
売
に
害
を
及
ぼ
す
邪
魔
物
な

の
で
あ
る
。

牧
草
地
に
入
っ
て
、
拾
い
忘
れ
で

も
し
た
ら
、　
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
中
を

通
っ
て
粉
々
に
な
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ

に
混
っ
た
ま
ま
牛
の
胃
袋
に
入
り
、

や
が
て
疾
病
と
な
っ
て
跳
ね
返
っ
て

く
る
か
ら
で
す
。

酪
農
を
営
ん
で
い
な
い
方
に
は
理

解
し
ず
ら
い
で
し
よ
う
が
、
紙
上
を

借
り
て
皆
さ
ん
に

「ポ
イ
捨
て
は
や

め
て
ほ
し
い
」
と
声
を
大
に
し
て
訴

え
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
ば
か
り
で
な
い
物
も
あ

り
ま
し
ょ
う
が
…
も
う

一
つ
、
野
良

こ

犬
が
時
々
、
七
～
八
頭
の
群
を
な
し

て
放
牧
し
て
い
る
牛
を
囲
ん
で
吠
え

た
り
、
家
や
牛
合
の
回
り
を
う
ろ
つ

い
て
、
子
牛
用
に
と
思
っ
て
残
し
て

置
い
た
牛
乳
を
飲
ん
で
処
理
室
を
汚

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
我

家
の
そ
ば
に
放
牧
し
て
い
る
若
牛
を

追
い
廻
し
、
牛
が
バ
ラ
線
を
切
っ
て

脱
走
し
て
し
ま
い
、
大
騒
ぎ
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
野
良
犬
の
い
た
ず
ら
は
、
あ

ち
こ
ち
で
耳
に
す
る
事
が
あ
る
。

町
の
野
犬
駆
除
を
待
つ
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
前
に
野
良
大
に
し
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。

子
供
の
時
は
、
ど
ん
な
動
物
で
も

可
愛
い
も
の
で
、
「飼
っ
て
み
よ
う
」

が
や
が
て
手
あ
ま
し
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
一
人

一
人
が
一
生
め
ん
ど
う
を
見
て
や
る

と
い
う
気
持
ち
で
飼
っ
て
ほ
し
い
。

＊
次
の
あ
な
た
は
、
桜
井
さ
ん
が
選

ん
だ
東
茶
志
骨
の
滝
田
監
療
さ
ん

で
す
。

人□のうごき

平成4年 8月 1日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,219世帯(△4)

人   口 6,8 8 1人 (△8)

男   3 , 3 4 9人 (△15)

女   3 , 5 3 2人 ( 7 )

Ψ

16

町内の交通事故

8月
( )内は累計

人 身 事 故 2件 (ア件)
負  傷  者  3人 (9人 )
死  亡  者  0人 (3人 )
物 損 事 故 24件 (134件)

死亡交通事故ゼロの日

53日●月20日現在)

硯
§
０
自

▼
標
津
の
短
か
い
夏
も
去
り
ま

し
た
。
と
は
言
っ
て
も
後
半
例

年
に
な
＜
△
シ
△
シ
と
暑
い
国

が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
の
イ
ベ

ン
ト
役
場
チ
ー
ム
も
ド
ツ
と
参

加
し
た
港
ま
つ
り
の
船
こ
ぎ
競

技
、
私
も
出
場
し
ま
し
た
が
ツ

ラ
イ
の
コ
ワ
イ
の
ヒ
ン
ド
イ
の

さ
す
が
漁
師
は
力
持
ち
で
し
た
。

そ
の
日
は
参
加
す
る
こ
と
に

憲
義
が
あ
っ
た
の
と
い
い
汗
流

し
ま
し
た
の
で
酒
を
タ
ツ
プ
リ

い
た
だ
き
コ
ロ
ン
と
眠
む
り
ま

し
た
。
次
の
日
体
が
い
た
＜
て

…
。
漁
協
青
年
部
が
行
な
っ
た

海
へ
飛
び
込
む
あ
の
競
技
？
ア

レ
は
楽
し
か
っ
た
で
す
ョ
来
年

に
も
っ
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

川
北
地
区
の
デ
ィ
リ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
間
で
中
止
に
な
り

残
念
だ
っ
た
ナ
ー
。
ど
れ
も
こ

れ
も
イ
ベ
ン
ト
に
た
ず
さ
わ
っ

た
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

▼
九
月

一
日
い
よ
い
よ
サ
ケ
漁

が
始
ま
り
ま
す
。
豊
漁
を
祈
ら

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（よ
し
ゆ
き
）
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